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トマホークの配備を許すな！全国運勁

●雑持会員（月問会費）
団体 1口． 2000円
刺人 1口 1000円

●参加会員（月問会費） ●通信会員
B1休 1口 1000円 年9日2000円
個人 1口 500円
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あなたも仲間に！

‘̀ 



(3) 

廊督入悲（韓数（
d 

如

ィ屈埓．I：：
『ンドぅゞンA枷

心t直諄
終ら

I
I
I
 

80) 

卜苅汀、ーケ

d鳴冑潟

文）

20 

lO 
e
/
6
 

｛
 

8
 

ー
＇

I
I
l

i
ゅ
む

o
e
 

3
、ー，

旦

≫
 

'
ば
2
1
-
I
I
I
I
I
I
I`

 

・ヽ
、し

原
潜
入
港
ラ
ッ
シ
ュ
止
ま
ら
ず

仕

傷

6

四
一
隻
と
史
上
最
古
回
、
半
数
が

8
 

●
年
あ
け
と
と
も
に
寒
さ
も
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増

し
て
さ
ま
し
た
C

お
元
気
に
お
す
こ
し
で
し
ょ
う
か

今
年
こ
そ
実
り
多
か
れ
、
と
そ
れ
そ
れ
の
お
も
い
を

胎
に
新
し
い
年
を
迎
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年

も
よ
ろ
し
く
・
・
・
。

の
つ
け
か
ら
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
年
末
年
始
は

家
族
そ
ろ
っ
て
風
邪
で
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
い
ま
し
た

今
号
で
は
「
八
六
年
の
回
顧
と
八
七
年
の
展
望
」

な
る
大
企
画
を
と
意
気
込
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
風

邪
の
先
制
パ
ン
チ
に
あ
え
な
く
意
気
消
沈
。
核
艦
船

入
港
デ
ー
タ
の
ま
と
め
と
「
日
誌
」
の
ミ
ニ
ミ
ニ
特

集
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
に
、
地
域
か
ら
の
力
溢
れ
る
二
本
の

レ
ポ
ー
ト
が
届
い
て
い
ま
す
。
一
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
」

の
改
修
、
再
就
役
と
そ
の
波
紋
に
関
す
る
横
須
賀
か

ら
の
も
の
と
、
地
域
で
の
反
軍
需
生
産
と
反
核
運
動

の
結
合
を
め
ぐ
る
長
崎
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。
な

に
か
と
忙
し
い
こ
の
時
期
に
原
稿
を
お
く
っ
て
く
れ

た
か
た
が
た
に
感
謝
し
ま
す
。

●
八
七
年
度
防
衛
予
算
は
つ
い
に

G
N
P
―
パ
ー
セ

ン
ト
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
何
か
と
議
論
の

的
と
な
り
な
が
ら
も
、
ま
が
り
な
り
に
も
無
制
限
軍

ト
マ
ホ
ー
ク
の
プ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム

3
編
集
室
か
ら
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一
口昨年日本には四二隻の原子力推進艦船が入港した。横須賀に三二、佐世保に七、沖縄に

三隻。巡洋艦ロングピーチを除く四一隻はすべて原子力洒水艦である。原過入港数は八1i

年の三五をうわまわりまたまた最高記録を更新した。原潜のうちトマホーク搭載あるいは

搭載疑惑のロサンゼルス級、スタージョン級が二二隻と半数以上。これらの述べ滞在日数

は九五日に及んだ。ニュージャージ一、ロングピーチ、メリルの三隻の水上艦を加えれば

百二五日、つまり一年の三分の一以上、日本のどこかにトマホークのプラット It，ーム（発

射台）が据付けられていた勘定になる。

□日本近海がトマホークの発射海域となっていることを明白にホす数字である。同時に、
米‘ノ双方の対潜作戦の活発化の背県には太平洋全蔽が両国の核戦略にとって死活的な重要

性を帯びてきているという事情がある。たとえば米国はオハイオ級戦略ミサイル原潜七隻

全てを太平洋に過ませているのである。

これら動く原子炉の存在は、核発射のボタンが押されずとも、つねに「事故」の形での

核惨事と背中合せに私たちが栢らしている、という事実を冷た＜示している。

口海は誰の占有物でもない。ましてや核の隠れ家にすることなど誰にも許され（はいない

はずだ。この追理の実現に向かって、核脳船の入捲を人々の力で本当に止めて見せる、そ

れを手掛りにどこまで滑ざつける事が出来るのか。その課題に今年も挑戦しつづけよう。

（資料提供 非核市民宜言運動・ヨコスカ）

（た）

拡
へ
の
歯
止
め
と
し
て
あ
っ
た
「
枠
」
を
投
捨
て
た

こ
の
田
の
支
配
者
た
ち
は
私
達
を
ど
こ
に
連
れ
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
突
破
分

0
•
0
0

四
パ
ー

セ
ン
ト
と
い
う
数
字
以
上
に
深
刻
に
受
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
月
一
―
日
に
明
ら
か

に
さ
れ
た
米
国
の
「
八
八
ー
八
九
会
計
年
度
囚
防
報

告
」
は
こ
の
「
突
破
」
を
含
め
た
日
本
の
防
衛
費
増

加
を
「
中
曾
根
首
相
に
よ
っ
て
公
式
に
引
受
け
ら
れ

た
義
務
」
で
あ
る
と
評
価
し
ま
し
た
。

そ
の
国
防
紐
告
は
「
ソ
連
の
脅
威
」
を
克
明
に
述

べ
、
戦
略
核
の
充
実
と

S
D
ー
の
推
進
で
そ
れ
に
対

抗
す
る
と
打
出
し
て
い
ま
す
。
一
月
七
日
か
ら
三
日

間
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
た
日
米
安
保
事
務
レ
ベ
ル
協
議

の
焦
点
は
「
日
米
共
同
作
戦
に
お
け
る
相
互
運
用
性

（
イ
ン
タ
ー
オ
ペ
ラ
ピ
リ
テ
ィ
ー
）
の
研
究
の
本
格

化
]
て
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
C

ー
一
パ
ー
セ
ン
ト
枠
突
破
」
の
推
進
力
に
な
っ
た

「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」
の
中
身
を
一
瞥
し
て
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
の
こ
の
国
の
軍
拡
は
間
違

い
な
く
米
国
の
対
ソ
戟
略
1
1

核
戦
争
準
備
体
制
の
中

に
あ
る
の
で
す
。

●
今
私
た
ち
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
私

た
ち
じ
し
ん
、
い
や
人
間
全
体
に
対
す
る
一
公
式
の

義
務
」
な
の
で
あ
っ
て
、
ナ
カ
ソ
ネ
氏
が
レ
ー
ガ
ン

氏
に
対
し
て
は
た
し
て
い
る
そ
れ
と
は
真
向
か
ら
対

立
す
る
も
の
で
す
。
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米の核搭載脳オルデンドーフのシ
ト”.:..:..—入氾 1こ抗議して、サー］・
ポード℃近奇り、艦(J)I¥ささを担
むrii民。 (86行9月29日）fol艦
はオー入卜うリア油面の創立75
周句行事に参加リるため、戟脳ミ
ズーリーなどとといこオー入トノ
リ／に忠巷した。各地で人々は抗
品行動を繰広げた。



『
月
一
：
ハ
旦
米
中
初
の
海
軍
合
同
演
習
c

冒
l
t
l
旦
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
選
挙
で
マ
ル
コ
ス

体
制
崩
壊
。
ア
キ
ノ
政
権
発
足
へ
。

『
月
ニ
―
日
1

ベ
ラ
ウ
（
パ
ラ
オ
）
で
米
と
の
自
由

連
合
を
め
ぐ
り
国
民
投
票
。
賛
成
は
七
二
％
で
憲
法

の
定
め
る
七
五
％
に
達
せ
ず
、
一
協
定
」
批
准
は

不
成
立
。
↓
N
o
6
.
〈
四

•
1
0

)

 

冒

―
1

石
こ
逗
子
市
議
会
リ
コ
ー
ル
成
立
。
三
月
二

三
日
に
は
市
長
リ
コ
ー
ル
が
不
成
立
。
市
民
は
緑

を
選
ぶ
。

[
―
月
二
四
且
米
と
リ
ピ
ア
、
シ
ド
ラ
湾
で
交
戦
。

四
月
一
四
日
に
は
米
が
リ
ピ
ア
を
爆
撃
。
ト
マ
ホ

ー
ク
搭
載
原
潜
も
派
遣
。
「
海
洋
戦
略
」
発
動
。

同

厚

木

基

地

爆

音

訴

訟

で

東

京

底

裁

判

決

「
騒
音
被
害
は
受
忍
限
度
内
」
と
飛
行
差
止
め
、

賠
償
要
求
の
い
ず
れ
も
棄
却
。

＿
四
月
一
工
公
ロ
ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
で
原
発
事
故

飛
散
し
た
放
射
能
は
十
億
キ
ュ
ー
リ
ー
と
も
C

恐

れ
ら
れ
て
い
た
事
が
遂
に
現
実
の
も
の
に
・
・
・
。

困
旧
匠
固
一
韓
国
「
仁
川
事
件
」
反
米
・
反
戦
・

「
l

―
-
0
0
0q

I
て
通
用
す
る
祇
り
と
し
て

昨
年
四
月
し
十
一
月
に
か
け
て
横
須
賀
基
地
で
約

‘‘,' 5
一
七
カ
月
半
も
の
大
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
空
母
ミ
ッ

,1, 
」各地から 二1二□1 ンベ :/J 

ミ、‘9ドウ I —穴孜修と
rアスベスト鴫

鈴木良
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日品

↓
は
関
連
記
聾
歯
軟
J

：3[
反
ト
マ
通
信
」
、
ヽ
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八
土
ハ
伍

核
を
め
ぐ
る
出
来
事

ルヽ
｀ （

 
反
核
を
掲
げ
て
十
五
万
人
が
街
頭
行
動
。
激
し
い

弾
圧
。

言
月
一
八
日
一
リ
ム
パ
ッ
ク
（
環
太
平
洋
合
同
演
習

〉
8
6
始
ま
る
。
海
上
自
衛
隊
の
新
八
・
八
船
肱
が

参
加
。
＿
一
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
参
加
せ
ず
。
英
船

阪
が
参
加
°
↓
N
o
6
お
よ
び

7

i
六
月
三

0
旦
バ
ヌ
ア
ツ
、
ソ
連
と
国
交
樹
立
。

（
七
月
一
―
日
／
英
国
の
核
搭
載
可
能
艇
船
二
隻
、
中

国
上
海
入
港
。
「
核
持
込
み
認
め
ぬ
」
中
国
の
製

作
を
英
国
が
「
尊
重
」
す
る
、
「
中
国
方
式
」
に

よ
っ
て
実
現
°

l

七
月
ニ
ニ
旦
ソ
ロ
モ
ン
米
国
務
省
政
策
室
長
、

「
極
東
第
二
戦
椋
論
」
を
発
表
。
ト
マ
ホ
ー
ク
と

F
1
6
の
配
備
が
そ
の
裏
付
け
、
と
C

↓
N
o
1
0
（
八

・
ニ

0
〉

一
七
月
二
八
旦
ソ
連
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
、
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
演
説
。
「
太
平
洋
重
視
」
の
新

ド
ク
ト
リ
ン
。

尼

三

宅

島

で

基

地

誘

致

派

の

村

議

二

名

に
た
い
す
る
リ
コ
ー
ル
成
立
。

穴

月

ご

正

1i
米
国
、
非
核
政
策
の
＿
＿
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
対
す
る
安
保
義
務
放
棄
を
表
明
。
↓
N
o
6

ー
言
ー
旦
戦
魁
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
—
な
ど
ト
マ

ホ
ー
ク
搭
載
の
三
船
船
同
時
入
港
。
前
後
し
て
韓

国
に
も
入
港
。
出
港
後
日
本
海
で
大
演
習
。
↓
血

8
、
9
合
併
号
（
七
'
-
玉
）
N
o
1
0
（
八
・
ニ

0

)
N
o
1
1
（
九
•
-
五
）

x
t
e
n
d
e
d
 

ド
ウ
ェ
ー
は
、
一
月
九
日
、
約
入
力
月
ぷ
り
に
作
戦

航
海
に
出
港
・
し
た
。

今
回
の
改
修
は
海
軍
内
で
「
長
期
特
定
修
理
(

E

R
e
s
 

t
r
i
c
t
e
d
 
s
e
l
e
c
t
e
d
 

A
v
a
i
l
a
b
i
l
i
t
y
)
 

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
「
空

母
十
五
隻
体
制
」
を
九
十
年
代
一
杯
維
持
す
る
た
め

に
、
艦
齢
四
十
一
年
、
当
初
九
十
年
代
初
め
に
退
役

予
定
だ
っ
た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ヘ
、
艦
齢
延
長
工
事

(
S
L
E
P
)
に
準
じ
た
延
命
対
策
を
施
し
、
二
〇

0
0
年
初
頭
ま
で
通
用
す
る
戦
力
と
し
て
再
生
さ
せ

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

総
工
費
八
六
五

0
万
ド
ル
（
約
一
四
七
億
円
）

1

新
造
時
の
建
造
費
は
九

0
0
0
万
ド
ル
ー
、
下
請
け

を
含
め
三
千
名
の
労
働
者
が
従
事
し
た
こ
の
工
事
の

主
な
個
所
は
、
①
船
体
中
程
か
ら
船
底
ま
で
、
長
さ

は
全
長
の
三
分
の
二
に
及
ぷ
ハ
ル
・
プ
リ
ス
タ
ー

（
浮
カ
タ
ン
ク
）
の
取
り
付
け
、
②
通
信
装
置
強
化

の
た
め
の
新
し
い
機
器
の
搭
載
、
③
F
A
一
八
A
戦

闘
攻
撃
機
（
三
十
六
機
）
の
搭
載
と

E
A
六
B
電
子

偵
察
機
（
四
機
）
の
能
力
向
上
型
へ
の
更
新
に
よ
る

後
部
飛
行
甲
板
（
着
艦
部
）
の
補
修
、
航
空
機
整
備

区
画
の
改
良
、
飛
行
甲
板
上
の
排
気
防
除
板
の
改
修
、

④
カ
タ
パ
ル
ト
の
整
備
点
検
、
飛
行
甲
板
の
再
塾
装
、

⑤
一
部
居
住
設
備
の
改
善
、
洋
上
補
給
装
置
の
改
正
、

⑥
エ
ン
ジ
ン
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

し
｀
｀ ‘‘̀ 冗

ー
月
九
B
l
1
一
日
本

S
D
I
へ
の
参
加
を
閣
議
決
定
。

中
月
日
」
バ
ヌ
ア
ツ
米
国
と
国
交
樹
立
へ
。

乱

乱

一

ェ

イ

ジ

ス

艦

ビ

ン

セ

ン

ス

」

横

須

賀

に
初
入
港
。

-
+
月
]
二
且
一
ソ
連
ヤ
ン
キ
ー
級
原
潜
、
大
西
洋
で
爆

発
事
故
。

l
>
N
o
1
2
(
1
0
・
ニ

0
)

「にほ戸
L
↑
旧1-

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
米
ソ
首
脳
会
談
。

S

D
ー
が
ネ
ッ
ク
で
、
「
決
裂
」
海
洋
発
射
巡
航

ミ
サ
イ
ル
は
交
渉
の
テ
ー
プ
ル
に
も
上
ら
ず
。

N
o
1
4
（
一
ュ
・
ニ
0

)

＿
十
月
上
t
中
盟
ソ
連
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
初
の
海
軍
合
同
演
習
、
と
米
軍
当
局
発
表
。

工
月
「
六
旦
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
ン
ギ
政
権

改
訂
非
核
法
案
を
上
程
。

｝
十
月
二
七
且
史
上
初
の
日
米
三
軍
統
合
実
動
演
習

始

ま

る

。

↓

ふ

叩

12
、
1
4

l

十
一
月
五
日
1

米
の
核
可
能
船
船
三
隻
、
中
国
・
青

島
（
チ
ン
タ
オ
〉
に
入
港
。
ふ
た
た
び
「
中
国
方

式
」

下

：

ロ

ニ

八

直

米

S
A
L
T
2を
廃
棄
。
巡
航
ミ

サ
イ
ル
装
備
の
B
5
2
配
備
を
決
定
。

-
+
―
一
月
[
-
ロ
ベ
ラ
ウ
で
四
回
目
の
「
自
由
連
合
」

国
民
投
票
。
賛
成
約
六

0
％
で
今
回
も
批
准
不
成

立

。

↓

N

o

1

4

l

十
二
月
―
一
旦
南
太
平
洋
非
核
条
約
発
効
。

l

十
二
月
二
九
旦
八
七
年
度
防
衛
予
算
、
大
蔵
省
原

案
で
つ
い
に

G
N
P
一
％
を
突
破
。

-

1

]

か
以
鋲
＝
上
几
た
t
}
十
八
戸
稲
ア
ッ
プ

四
五
年
新
造
時
、
基
準
排
水
量
四
万
五
千
ト
ン
だ

っ
た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
は
、
五
五
年
し
五
七
年
、
六
六

年
し
七

0
年
の
二
度
に
わ
た
る
近
代
化
改
修
で
五
万

一
千
ト
ン
に
増
え
た
。
こ
れ
ら
は
飛
行
甲
板
の
拡
張

や
電
子
装
置
の
新
設
、
乗
員
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
船
体
そ
の
も
の
に
は
手
が
加
え
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、
吃
水
が
下
が
り
荒
天
時
に
は
飛
行
看
板
に

波
し
ぶ
き
が
か
か
っ
た
り
、
下
げ
位
置
に
し
た
エ
レ

ペ
ー
タ
ー
が
波
で
た
た
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
。

横
謡
れ
も
ひ
ど
く
、
冬
の
北
太
平
洋
で
「
波
浪
と
風

の
た
め
に
横
転
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
四
十
入

時
間
に
わ
た
っ
て
針
路
を
変
更
し
な
か
っ
た
」
と
の

議
会
証
言
も
あ
る
と
い
う
．

プ
リ
ス
タ
ー
の
取
り
付
け
に
よ
り
吃
水
が
上
が
り
、

安
定
性
も
増
す
（
幅
は
最
大
で
七
・
ニ
メ
ー
ト
ル
増

し
、
排
水
量
は
三
千
ト
ン
し
三
千
五
百
ト
ン
増
加
）
。

ま
た
あ
る
程
度
の
防
衛
力
向
上
に
も
な
る
。
エ
ン
ジ

ン
が
昔
の
ま
ま
な
の
で
速
力
は
一
し
三
ノ
ッ
ト
低
下

す
る
と
い
わ
れ
る
が
「
柔
軟
反
応
作
戦
」
に
よ
り
北

太
平
洋
や
日
本
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
な
ど
荒
天
の
多

い
海
域
に
入
る
よ
う
に
な
る
同
艦
に
と
っ
て
は
、
必

要
な
能
力
な
の
だ
ろ
う
。

F
A
一
八
ホ
ー
ネ
ッ
ト
の
搭
載
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ



(7) 
(6) 

ミ
ッ
ヒ
シ
の
兵
器
生
産
を
問
題
に
す
る

も
ち
を
つ
く
人
、
で
き
上
が
っ
た
も
ち
を
丸
め
る

人
、
ぜ
ん
ざ
い
を
作
る
人
、
ま
た
、
も
っ
ぱ
ら
食
べ

る
人
・
・
・
・
。

昨
年
十
二
月
十
五
日
、
「
ピ
ー
ス
・
パ
ス
長
崎
」

は
、
会
員
や
家
族
な
ど
約
百
五
十
名
が
参
加
し
、
も

ち
つ
き
大
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者
の
半
数
は
、
子

供
と
あ
っ
て
、
と
に
か
く
に
ぎ
や
か
で
、
楽
し
い
一

日
で
あ
っ
た
。

百
五
十
人
ハ
て
も
ち
つ
さ
大
会

細
川
正
義

ー
の
核
を
含
む
攻
撃
力
の
大
幅
ア
ッ
プ
に
い
た
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

F
A
一
八

A
は
以
前
の

A
7
E
攻

撃
機
（
二
十
四
機
）
に
く
ら
ぺ
、
搭
載
力
と
航
続
力

で
難
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
戦
闘
・
攻
撃

両
方
に
“
柔
軟
”
に
対
処
で
き
る
能
力
を
持
ち
、
整

備
性
も
改
善
さ
れ
て
い
る
。
運
動
性
や
加
速
で

F
4

s戦
闘
機
（
二
十
四
機
）
に
勝
る
と
い
う
。

当
初
、

A
7
E
.
F
4
S
計
四
十
八
機
分
を
そ
っ

く
り
入
れ
替
え
る
と
伝
え
ら
れ
た
の
が
、
結
局
三
十

六
機
（
三
傾
飛
行
隊
）
に
留
ま
っ
た
の
も
、
艦
内
ス

ペ
ー
ス
の
関
係
と
と
も
に
「

F
A
一
八

A
な
ら
ば
三

個
飛
行
隊
で
も
所
定
の
任
務
を
充
分
遂
行
で
き
る
」

か
ら
だ
と
い
う
（
も
っ
と
も

A
6
E
攻
撃
機
一
個
飛

行
隊
十
機
を
増
設
す
る
と
い
う
説
も
あ
る
）
。

こ
れ
だ
け
の
大
工
事
を
約
七
カ
月
半
で
や
っ
て
の

け
た
横
須
賀
基
地
は
、
そ
の
“
能
力
”
を
改
め
て
見

せ
つ
け
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
裏
に
は
下
請
企
業
11
住

重
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
湾
岸
の
造
船
大
手
六
社
、

佐
世
保
重
工
と
そ
の
下
請
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を

見
蕗
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

従
事
労
働
者
約
1

1

一
千
名
の
う
ち
約
半
数
は
こ
れ
ら

下
請
の
労
働
者
で
あ
り
、
プ
リ
ス
タ
ー
工
事
は
住
重

が
請
け
負
い
、
大
手
五
社
ヘ
プ
ロ
ッ
ク
製
作
の
仕
事

を
ま
わ
し
た
。
住
重
は
佐
世
保
重
工
と
受
注
ダ
ン
ビ

ン
グ
を
競
い
、
四
十
五
億
円
で
落
札
し
た
。
い
く
ら

円
高
状
況
と
は
い
え
、
米
国
の
造
船
所
や
工
廠
に
比

ペ
れ
ば
は
る
か
に
安
価
な
、
し
か
も
優
秀
な
労
働
力

が
ニ
カ
月
以
上
も
昼
夜
二
交
代
の
突
貫
で
難
工
事
を

完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
．
当
然
、
労
働
安
全
衛
生
基

準
も
、
基
地
外
へ
出
す
廃
棄
物
の
処
理
基
準
も
米
国

よ
り
綬
い
。
実
は
こ
の
面
で
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
改
修

は
予
期
せ
ぬ
“
ポ
ロ
”
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
．ミ

ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
は
発
ガ
ン
（
肺
ガ
ン
）
物
質
と

し
て
国
際
的
に
規
制
強
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
ア
ス
ペ

ス
ト
（
石
綿
）
が
断
熱
・
保
温
材
と
し
て
相
当
量
使

わ
れ
て
い
た
。
海
軍
で
も
七
入
年
以
降
、
艦
艇
へ
の

使
用
を
中
止
し
て
い
る
。

今
回
の
工
事
で
エ
ン
ジ
ン
、
居
住
設
備
、
飛
行
甲

板
な
ど
に
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り

の
石
綿
廃
棄
物
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
ら
の
ズ
サ
ン
な
処
理
が
、
十
月
初
め
、
下
請
業

者
の
倒
産
ー
石
綿
廃
棄
物
の
路
上
放
置
と
い
う
形
で

明
る
み
に
で
た
。
米
軍
と
直
接
契
約
し
て
い
る
業
者

の
中
に
は
、
基
地
内
の
正
規
の
処
理
ル
ー
ト
に
乗
せ

ず
に
基
地
外
へ
石
綿
廃
棄
物
を
持
ち
出
す
ケ
ー
ス
が

「
ピ
ー
ス
・
パ
ス
長
崎
」
と
は
、
昨
年
八
月
、
こ

こ
被
爆
地
長
崎
で
新
た
に
結
成
し
た
兵
器
生
産
反
対

を
中
心
課
題
と
す
る
市
民
団
体
で
、
現
在
約
二
百
名

の
会
員
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
る
。

長
崎
の
既
成
の
平
和
運
動
は
、
八
月
の
原
水
禁
大

会
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
「
核
」
問
題
を
中
心
に
す

す
め
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
運
動
が
今
日
ま
で
果
た
し
て
き
た

役
割
は
、
そ
れ
な
り
に
大
き
か
っ
た
し
、
今
後
も
日

本
の
、
長
崎
の
反
戦
・
平
和
の
た
た
か
い
の
重
要
な

柱
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、

「
三
菱
の
城
下
町
」
と
い
わ
れ
る
長
崎
で
、
そ
の
三

菱
重
工
が
魚
雷
や
艦
船
を
作
る
。
そ
れ
も
町
の
真
中

で
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
部
の
三
菱
の
労
働
者
以
外

は
、
殆
ど
問
題
に
し
て
こ
な
か
っ
た
。

私
た
ち
は
、
長
崎
の
隣
の
諌
早
市
に
最
新
鋭
の
魚

（
ピ
ー
ス
・
ハ
人
長
飴
）

地
域
t
u
•
生
活G場
で

兵
器
生
｀
危
と
対
決

各
地
か
ら [

」
下
請
け
労
働
者
を
フ
ル
動
員

‘、̀

＋
j
カ
サ
中

-
]
柑
論
の
力
で
廃
蛮
蒻

タ
レ
流
し
を
ス
ト
ッ
プ

雷
工
場
が
建
設
さ
れ
た
折
、
政
党
や
労
働
組
合
、
市

民
団
体
な
ど
か
ら
何
ら
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
危
機
感
を
持
っ
た
。
と
同
時
に
、
米
ソ
両
核
大
国

を
は
じ
め
と
す
る
核
保
有
国
へ
「
反
核
」
の
声
を
届

け
る
だ
け
の
運
動
に
限
界
を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
長

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
原
因
も
三
菱
兵
器
工
場
に

あ
る
こ
と
を
考
え
る
時
、
日
常
の
生
活
の
湯
で
行
な

わ
れ
て
い
る
兵
器
生
産
を
問
題
に
し
て
い
く
必
要
を

感
じ
た
。

軍
産
複
合
は
、
他
国
の
問
題
で
は
な
い
。
平
和
憲

法
を
持
つ
日
本
で
も
着
々
と
軍
事
産
業
が
復
活
し
、

最
近
の
「
不
況
」
の
な
か
、
益
々
兵
器
生
産
が
企
業

の
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
中
曽
根
政
権

の
軍
拡
路
綜
に
乗
っ
て
、
軍
事
産
業
は
、
政
治
・
経

済
全
般
に
わ
た
っ
て
そ
の
影
響
力
を
強
め
つ
つ
あ
る
。

三
菱
重
工
は
、
そ
の
頂
点
に
た
つ
企
業
で
あ
る
。
三

菱
重
工
の
八
五
年
度
の
兵
器
生
産
売
り
上
げ
高
は
全

売
り
上
げ
高
の
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
、
防
衛
庁

発
注
額
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
（
長
崎
三
菱

連
帯
支
部
長
船
分
会
発
行
の
「
三
菱
重
工
と
兵
器
生

産
」
よ
り
）

一
方
、
こ
こ
で
働
く
労
働
者
は
、
一
部
を
除
き
、

「
本
音
を
い
え
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
兵
器
を
作
り
た

← 、・̀

霞
一
体
で
兵
器
生
産
に
拍
車

あ
る
と
い
う
の
だ
。
ま
た
正
規
の
処
理
ル
ー
ト
に
し

て
も
、
い
っ
た
ん
基
地
か
ら
出
て
し
ま
え
ば
、
米
軍

は

r

一
切
、
関
知
せ
ず
」
、
日
本
の
法
律
で
何
の
規

制
も
な
い
た
め
、
中
間
処
理
で
細
々
に
さ
れ
て
産
廃

処
理
湯
に
捨
て
ら
れ
、
有
害
な
石
綿
粉
じ
ん
を
ま
き

散
ら
し
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

こ
れ
ら
が
新
聞
で
大
々
的
に
パ
ク
ロ
さ
れ
、
市
議

会
や
国
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
当
局
も
対
策
委
員

会
を
つ
く
っ
て
動
い
た
結
果
、
全
部
で
四
七
五
ト
ン

出
た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
石
綿
廃
棄
物
は
二
七
五
ト
ン

が
基
地
外
へ
流
出
し
た
も
の
の
、
残
り
二
百
ト
ン
は

中
間
処
理
を
し
な
い
新
し
い
処
理
方
法
が
決
ま
る
ま

で
基
地
内
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
業
者
が

個
々
に
持
ち
出
す
ケ
ー
ス
も
中
止
さ
れ
た
と
い
う
。

新
方
法
が
果
た
し
て
安
全
か
と
い
う
点
に
は
問
題

が
残
る
が
、
と
も
あ
れ
こ
れ
ま
で
タ
レ
流
し
も
同
然

だ
っ
た
有
害
廃
棄
物
を
世
論
の
力
で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

た
と
い
う
こ
と
に
は
、
大
い
に
注
目
し
て
よ
い
と
思

う
。
「
発
ガ
ン
物
質
の
石
綿
が
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
か
ら

出
た
」
こ
と
に
米
軍
当
局
は
非
常
に
神
経
を
と
が
ら

せ
、
最
初
に
こ
れ
を
報
じ
た
新
聞
社
に
、
わ
ざ
わ
ざ

抗
議
の
電
話
を
か
け
て
よ
こ
し
た
と
い
う
。

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
飛
躍
的
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
陰

か
ら
出
た
ゴ
ミ
た
れ
流
し
問
題
は
、
改
修
そ
の
も
の

は
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ら
れ
な
く
て
も
、
“
横
須
賀
で
や

っ
た
”
こ
と
の
意
味
を
ひ
と
つ
浮
き
上
が
ら
さ
せ
た

と
い
え
よ
う
。



(9) 

沿む外詐号丘こし
(8) 

ノーチフ人（米民間飢究団休）

核トマホークに関する
ペンタゴンの報告書を
公表

、・̀

い
で
す
よ
。

．
．
．
．
．
 
」
（
朝
日
新
聞
入
六
・

八
・
一
四
）
と
い
う
同
盟
の
三
菱
重
工
労
組
委
員
長

の
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
兵
器
生
産
に
活
路
の

―
つ
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

生
活
の
楊
で
の
渾
勤
を

ノ
ー
チ
ラ
ス
調
査
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
本

部
を
置
く
公
衆
の
利
益
の
た
め
の
調
査
グ
ル
ー
プ
）

は
、
六
月
、
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
（
通
例
S
L
C
M
、

ト
マ
ホ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
艦
対
地
ミ
サ
イ
ル
）
の
配

備
制
限
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
議
会
へ
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン

報
告
を
公
表
し
た
。

議
会
の
反
対
派
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク
の
軍
備
制
限
の

実
行
状
況
に
関
す
る
報
告
を
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
用
意
す

る
よ
う
要
求
し
て
、
八
五
会
計
年
度
国
防
予
算
を
修

正
し
た
。
ペ
ン
タ
ゴ
ン
報
告
は
、
八
五
年
四
月
二
十

五
日
に
会
議
に
送
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
報
告
書
は
情

報
公
開
法
に
よ
っ
て
ノ
ー
チ
ラ
ス
が
手
に
い
れ
た
も

の
で
あ
る
。
公
表
文
書
は
秘
密
と
さ
れ
て
い
た
も
の

、z

岩
淵
明
男
氏
著
の
「
三
菱
重
工
急
速
浮
上
戦
略
」

に
よ
れ
ば
、
五
九
年
七
月
現
在
、
長
崎
市
民
の
六
．

九
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
三
菱
重
工
従
業
員
と
そ
の
家
族

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
長
崎
市
の
製
造
業
従
事
者
に
占

め
る
三
菱
重
工
関
係
者
の
比
率
は
、
四
六
•
五
パ
ー

セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
「
三
菱
」
に
対
し
て
、

私
た
ち
は
、
た
た
か
い
を
は
じ
め
た
。
課
題
は
、
重

い
。
そ
れ
だ
け
に
、
運
動
の
形
態
も
様
々
な
工
夫
が

い
る
と
思
う
。

昨
年
十
一
月
の
第
一
回
の
準
備
会
か
ら
一
年
以
上

経
過
し
た
。
こ
の
間
、
月
一
回
の
定
例
学
習
会
と
あ

わ
せ
、
貸
し
切
り
パ
ス
で
三
菱
の
兵
器
関
連
工
場
と

施
設
を
見
て
回
る
ピ
ー
ス
・
パ
ス
を
二
回
運
行
し
た
。

従
来
の
長
崎
の
平
和
運
動
の
形
態
は
、
と
も
す
る
と

男
性
主
体
の
、
そ
れ
も
労
働
組
合
な
ど
の
動
員
に
よ

る
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
こ
こ
か
ら

一
歩
抜
け
出
し
て
、
家
族
で
、
地
域
で
、
生
活
の
湯

で
気
負
う
こ
と
な
く
、
楽
し
く
こ
の
運
動
を
展
開
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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報
告
書
は
ま
ず
、
ト
マ
ホ
ー
ク
の
軍
備
制
限

が
ど
の
程
度
許
容
で
き
る
の
か
、
期
待
で
き
る
の
か

を
判
断
す
る
基
準
を
悦
明
し
て
い
る
。
こ
の
基
準
と

は
、
①
ア
メ
リ
カ
の
核
・
非
核
に
よ
る
“
十
分
な
”

載
争
抑
止
力
を
残
す
、
②
米
軍
に
対
す
る
ソ
ピ
エ
ト

の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
“
脅
威
”
を
限
定
す
る
、
③
ア

メ
リ
カ
の
技
術
的
手
段
に
よ
っ
て
、
ソ
ピ
エ
ト
が
協

定
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
を
監
視
し
保
証
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
六
月
の
配
備
以
前
の
巡
航
ミ
サ

イ
ル
を
制
限
す
る
方
法
は
、
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
運

搬
手
段
や
発
射
手
段
に
関
す
る
制
限
を
含
ん
で
い
た
。

消
息
筋
に
よ
る
と
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
は
こ
の
方
法
に
強

力
に
抵
抗
し
た
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
方
法
は
、

ア
メ
リ
カ
の
艦
船
と
航
空
機
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
核

兵
器
の
存
在
を
確
認
も
否
定
も
し
な
い
と
い
う
政
府

の
旧
来
か
ら
の
政
策
を
く
つ
が
え
す
こ
と
を
要
求
す

る
か
ら
で
あ
る
。

ー

完
全
な
配
備
禁
止
も
考
慮
さ
れ
た
が
、

そ
れ

最
後
に
、
当
面
の
運
動
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
ニ

点
だ
け
ふ
れ
た
い
と
思
う
。

第
一
に
、
今
年
行
な
わ
れ
る
長
崎
市
長
選
挙
立
候

補
予
定
者
五
名
に
対
し
て
、
長
崎
市
が
ま
だ
し
て
い

な
い
「
非
核
都
市
宣
言
」
や
情
報
公
開
条
例
制
定
、

ま
た
、
兵
器
生
産
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
会
員
は
も
と
よ
り
報
道
機
関

を
通
じ
て
、
市
民
に
も
公
開
し
、
投
票
の
際
の
判
断

材
料
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
ま
だ
、
全
体
的
な
方
針
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
き
て
い
な
い
が
、
「
S
D
I
」
参
加
予
定
の
日

本
企
業
に
対
す
る
「
不
買
運
動
」
を
全
国
の
仲
間
と

と
も
に
展
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ご
承
知
の
と

お
り
、
現
在
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
国
家
秘
密
法
」

も
S
D
I
が
ら
み
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動

き
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
、

S
D
I
に
参
加
予
定
の

企
業
の
製
品
は
、
買
わ
な
い
と
い
う
反
撃
を
し
よ
う
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
家
電
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
企
業
イ

メ
ー
ジ
の
ダ
ウ
ン
を
恐
れ
、

S
D
I
参
加
に
消
極
的

と
い
わ
れ
る
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
抵
抗
は
小
さ

く
て
も
、
全
国
的
に
な
れ
ば
大
き
な
反
撃
と
な
ろ
う
。

こ
の
不
買
運
動
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

で
あ
り
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
が
重
要
部
分
に
す
っ
か
り
手

を
い
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
閲
版

で
さ
え
も
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
論
争
に
な
り
そ
う
な

問
題
を
ど
う
扱
う
の
か
、
と
い
う
点
で
の
新
し
い
情

報
を
与
え
て
く
れ
る
。

当
面
の
運
動
は

す
で
に
配
備
さ
れ
た
巡

よ
う
に
運
用
さ
れ
る
の
か
と
い

た
、
厳
し
く
検
閲
さ
れ
る
。
消

ン
タ
ゴ
ン
は
巡
航
ミ
サ
イ
ル
搭

的
に
縛
り
つ
け
ら
れ
る
可
能
性

ま
た
同
筋
は
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
は

が
出
て
い
く
こ
と
に
ど
ん
な
制

と
考
え
て
い
る
と
い
う
。
ペ
ン

常
型
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
使
用
が

て
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
核
巡
航

に
す
る
こ
と
に
反
対
を
表
明
し

航
ミ
サ
イ
ル
が
ど
の

う
部
分
的
情
報
も
ま

息
筋
に
よ
れ
ば
、
ペ

載
可
能
艦
船
が
局
地

を
考
え
た
と
い
う
。

国
際
水
域
に
米
艦
船

限
も
課
せ
ら
れ
な
い

タ
ゴ
ン
は
ま
た
、
通

局
地
的
束
縛
に
よ
っ

ミ
サ
イ
ル
を
明
ら
か

た。

C
I
A
の
一
部
門
の
見
解
は
、
海
軍
長
官
ジ

ョ
ン
・
レ
ー
マ
ン
が
一
九
八
五
年
に
、
一
方
的
監
視

の
み
が
米
海
軍
を
満
足
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
声
明
し
た

こ
と
と
対
照
的
に
、
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
軍
備
制
限
を

実
行
す
る
一
方
的
監
視
態
勢
は
効
果
が
な
い
、

う
も
の
で
あ
る
。

ピ
ー
タ
ー
・
ヘ
イ
ズ
（
ノ
ー
チ
ラ
ス
の
主
席
研
究

員
）
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。
「
こ
の
報
告
書
は
、
今

年
中
に

S
A
L
T
2
を
破
棄
す
る
舞
台
を
す
え
る
た

め
に
、
核
軍
備
制
限
を
な
き
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
、

海
軍
が
行
な
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
言
い
抜
け
の
マ

ヌ
ー
パ
ー
で
あ
っ
た
」
。
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を
ペ
ン
タ
ゴ
ン
が
ど
う
分
析
し

検
閲
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

て
い
る
か
は
厳
し
い
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